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第１回
定例会の
あらまし

　令和４年第１回定例会は、２月８日から３月10日までの31日
間の会期で開催しました。　
　今期定例会では、令和４年度一般会計予算をはじめとした市長
提出議案等47件、議員提出議案１件、議員修正案２件を審査し、
43件を原案可決、２件を承認、修正案の２件を否決、３件の人事
案件に同意しました。
　このほか、提出された１件の請願を不採択としました。
　なお、審議結果については、８ページから９ページをご覧くだ
さい。

令和４年度当初予算等 可決
一般会計　379億1,400万円（前年度比9.0%減）

・新型コロナウイルス感染症対策

・埼玉県済生会加須病院の開院と病院を核とした
　加須駅南口周辺地域のまちづくり

最優先取組

主な新規事業
・妊婦応援事業� 351万３千円
　母子健康手帳の交付を受けた妊婦に
5,000円分の絆サポート券を贈呈

・新型コロナウイルス感染症生活困窮者
　自立支援金支給事業� 722万３千円
　コロナ禍の影響による生活困窮世帯に
対し自立支援金を給付

主な拡充事業
・コミュニティバス運行事業
� １億3,721万円
　済生会加須病院への乗り入れ開始及び
デマンド予約システム更改
　
・交通安全施設整備事業� 3,341万４千円
・道路維持管理事業� １億4,339万２千円
・駅前広場維持管理事業� 1,404万５千円
・公園維持管理事業� １億9,884万８千円
　道路や公園などの照明灯を水銀ランプ
からLEDランプへ交換し、省エネルギー
を推進

・子育て支援医療費支給事業
� ３億4,150万４千円
　令和４年10月から（中学生まで対象）
・ひとり親家庭等医療費事業
� 4,951万３千円
　令和５年１月から（中学生まで対象）
・重度心身障害者医療費支給事業
� ２億2,627万５千円
　令和４年10月から

・デジタル商店街運営促進事業
� 224万８千円
　民間事業者が運営するサイト「はなま
る加須」内のデジタル商店街を支援

県内医療機関での窓口払いを廃止
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令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
12
号
）

【
加
須
市
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
に
つ
い
て
】

　

小お

野の

田だ　

誠ま
こ
と

氏　
（
新
任
）

（
牛
重
）

【
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
】

　

秋あ
き

葉ば　

治は
る

男お

氏　
（
再
任
）

（
川
口
）

　

荒あ
ら

木き　

文ふ
み

郎お

氏　
（
新
任
）

（
大
越
）

の
一
部
を
助
成
す
る
た
め
の

経
費
で
す
。

・
小
学
校
管
理
運
営
事
業

（
１
５
１
８
万
６
千
円
）

　

鴻
茎
小
学
校
の
暖
房
設
備

用
灯
油
流
出
事
故
に
伴
い
、

土
壌
の
油
汚
染
の
状
況
調
査

及
び
対
策
工
事
を
実
施
す
る

た
め
の
経
費
で
す
。

◇
加
須
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◇
加
須
市
特
別
職
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
及
び
加

須
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◇
加
須
市
一
般
職
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
、

市
議
会
議
員
、市
長
、副
市
長
、

教
育
長
、
一
般
職
職
員
及
び

再
任
用
職
員
の
期
末
手
当
を

引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
対
策
事
業

（
３
９
５
７
万
３
千
円
）

　

市
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費

の
増
額
及
び
自
宅
療
養
者
へ

食
料
品
等
を
配
布
す
る
た
め

の
経
費
等
で
す
。

・
小
学
校
施
設
整
備
事
業

（
２
７
１
２
万
４
千
円
）

・
中
学
校
施
設
整
備
事
業

（
１
０
４
４
万
２
千
円
）

　

ト
イ
レ
手
洗
器
の
自
動
水

栓
化
及
び
安
定
的
な
換
気
の

た
め
空
調
設
備
を
更
新
す
る

た
め
の
経
費
等
で
す
。

・
園
芸
振
興
事
業

（
２
０
２
８
万
４
千
円
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
燃
油

等
の
価
格
高
騰
に
よ
り
、
経

営
コ
ス
ト
が
増
加
し
た
施
設

園
芸
農
家
に
対
し
、
燃
料
費

　

主
な
議
案
等
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

会　　計　　名 予　算　額 対前年度
増減率

一 般 会 計 379億1,400万円 ▲9.0％

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 124億1,900万円 ▲1.3％
国 民 健 康 保 険 直 営 診 療 所 9,950万円 ▲6.2％
後 期 高 齢 者 医 療 14億2,610万円 10.4％
介 護 保 険 事 業 100億8,440万円 　3.5％
農 業 集 落 排 水 事 業 6億7,551万円 2.2％
野 中 土 地 区 画 整 理 事 業 1億6,324万2千円 54.6％
河 野 博 士 育 英 事 業 549万円 12.3％

小　　計 248億7,324万2千円 1.5％

企
業
会
計

水 道 事 業 38億7,718万5千円 ▲3.6％
下 水 道 事 業 32億56万4千円 2.6％

小　　計 70億7,774万9千円 ▲0.9％
　　 合　　計 698億6,499万1千円 ▲4.7％

会
計
別
予
算
額
一
覧
表

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
13
号
）

条　
　
　
　
例

人
事
案
件

◇
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
攻
に
断
固
抗
議
す
る
決
議

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
的
暴

挙
に
対
し
、
即
時
の
攻
撃
停

止
と
完
全
撤
退
を
強
く
求
め

る
も
の
で
す
。

※
決
議
文
全
文
を
15
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
加
須
市
立
小
中
学
校
の
教
材
の

配
備
に
関
す
る
請
願（
不
採
択
）

請　
　
　
　
願

議
員
提
出
議
案
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・
民
生
委
員・児
童
委
員
活
動

推
進
事
業

議
員　
令
和
４
年
度
に
お
け
る

取
組
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

福
祉
部
長　
民
生
委
員
の
一
斉

改
選
に
併
せ
て
、
定
数
の
増
員

や
担
当
割
の
見
直
し
な
ど
、
民

生
委
員
の
負
担
軽
減
に
向
け

た
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金

支
給
事
業

議
員　
内
容
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

福
祉
部
長　
コ
ロ
ナ
禍
が
長

期
化
す
る
中
、
総
合
支
援
資
金

（
初
回
）
等
を
借
り
終
え
た
世

帯
に
対
し
、
就
労
に
よ
る
自
立

可決された
主な議案と
質　　　疑

を
図
る
た
め
、
ま
た
就
労
自
立

が
困
難
な
場
合
に
生
活
保
護

へ
円
滑
に
つ
な
げ
る
た
め
、
自

立
支
援
金
を
支
給
す
る
も
の

で
す
。

・
が
ん
検
診
事
業

議
員　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
の
拡
充

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

健
康
医
療
部
長　
現
在
の
集

団
検
診
の
胃
が
ん
、
肺
が
ん
の

２
種
類
に
、
令
和
４
年
度
か
ら

は
国
保
健
診
、
後
期
健
診
、
大

腸
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
、
乳
が

ん
、
子
宮
が
ん
の
６
種
類
の
検

診
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

・
デ
ジ
タ
ル
商
店
街
運
営
促

進
事
業

議
員　
デ
ジ
タ
ル
商
店
街
で

ど
の
よ
う
に
活
性
化
を
図
る

の
か
を
お
伺
い
し
ま
す
。

経
済
部
長　

オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
や
電
子
ク
ー
ポ
ン
な

ど
、
新
し
い
機
能
を
活
用
い
た

だ
け
る
事
業
者
の
積
極
的
な

参
加
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

農
家
に
対
し
て
も
、
販
路
拡
大

に
つ
な
が
る
情
報
発
信
サ
ー

ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
、
ご
案
内

し
て
ま
い
り
ま
す
。

須
、
騎
西
、
北
川
辺
の
３
セ
ン

タ
ー
を
、
令
和
５
年
９
月
に
加

須
と
騎
西
の
２
セ
ン
タ
ー
へ

再
編
す
る
予
定
で
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
対
策
事
業

議
員　
自
宅
療
養
者
へ
の
食

料
品
等
の
配
布
方
法
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

福
祉
部
長　
県
か
ら
の
情
報

に
基
づ
き
自
宅
療
養
者
宅
へ

連
絡
し
、
支
援
を
希
望
す
る
方

の
自
宅
の
玄
関
先
に
職
員
が

支
援
物
資
を
置
き
配
し
て
い

ま
す
。
内
容
は
、
食
料
品
、
生

活
用
品
及
び
乳
幼
児
セ
ッ
ト

を
用
意
し
て
い
る
ほ
か
、
パ
ル

ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
無
償

貸
与
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
希
望
を

伺
い
、
対

応
し
て
い

ま
す
。

・
道
路
維
持
管
理
事
業

議
員　
道
路
工
事
の
予
算
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

都
市
整
備
部
長　
幹
線
道
路

は
市
が
主
体
と
な
り
予
算
化

を
検
討
し
、
生
活
道
路
は
自
治

協
力
団
体
か
ら
の
要
望
を
シ

ス
テ
ム
で
公
平
か
つ
適
正
に

優
先
順
位
を
つ
け
、
予
算
化
し

て
お
り
ま
す
。

・
加
須
駅
南
口
周
辺
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業

議
員　
ま
ち
づ
く
り
構
想
を

ど
の
よ
う
に
策
定
し
て
い
く

の
か
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

都
市
整
備
部
長　
市
役
所
内

部
及
び
外
部
の
検
討
組
織
で

協
議
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
関

係
団
体
等
と
の
意
見
交
換
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
多
様
な
視
点
を
取
り
入

れ
な
が
ら
策
定
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事

業議
員　
給
食
セ
ン
タ
ー
再
編

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

学
校
教
育
部
長　
現
在
の
加

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
12
号
）

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
応
と
し
て
、
質
疑
は
各

会
派
の
代
表
者
が
行
う
も
の

と
し
、
発
言
時
間
に
つ
い
て
は

１
会
派
当
た
り
30
分
に
議
員

１
人
当
た
り
５
分
を
加
え
た

時
間
以
内
と
し
ま
し
た
。
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・
初
期
・
２
次
・
３
次
救
急
医

療
支
援
事
業

議
員　
済
生
会
加
須
病
院
が

指
定
を
目
指
す
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
に
対
す
る
財
政
支
援

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

健
康
医
療
部
長　
埼
玉
県
済

生
会
か
ら
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
県
の
指
定
が
受
け
ら
れ
た

際
に
お
け
る
財
政
支
援
の
要

望
を
受
け
た
こ
と
に
対
し
、
体

制
の
整
備
に
必
要
な
機
器
の

購
入
等
の
初
期
費
用
に
対
す

る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

も
の
で
す
。

・
通
学
路
安
全
対
策
事
業

議
員　
対
象
の
通
学
路
及
び

工
事
の
内
容
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

都
市
整
備
部
長　
水
深
小
学

校
の
通
学
路
に
路
面
標
示
や

歩
道
の
設
置
、
騎
西
小
学
校
の

通
学
路
に
路
面
標
示
や
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
等
の
設
置
、
大
利
根

東
小
学
校
の
通
学
路
に
防
護

柵
を
設
置
し
、
歩
道
を
整
備
す

る
も
の
で
、
令
和
４
年
度
以
降

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
小
学
校
管
理
運
営
事
業

議
員　
灯
油
流
出
に
よ
る
、
鴻

茎
小
学
校
、
周
辺
の
民
家
及
び

農
地
へ
の
汚
染
の
影
響
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

生
涯
学
習
部
長　
現
時
点
で

は
備
前
堀
古こ

笊ざ
る

田だ
お

落と
し

を
除
く

隣
接
地
へ
の
被
害
は
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
隣
接
地
等
へ
の

影
響
が
あ
る
場
合
は
、
必
要
な

対
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　
国
保
税
の
均
等
割
を

引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
る
影

響
額
を
お
伺
い
し
ま
す
。

健
康
医
療
部
長　
医
療
費
給

付
費
分
及
び
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
の
均
等
割
額
を
合
わ

せ
て
３
千
円
引
き
上
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
影
響
額
は
総
額

で
５
４
１
９
万
２
７
０
０
円

の
増
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
13
号
）

加
須
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

採
決
に
先
立
ち
、
議
案
等
に

対
す
る
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
討
論
の
一
部
を
掲
載
し
ま

す
。

　
子
ど
も
医
療
費
や
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
医
療
費
を
県
内

医
療
機
関
で
現
物
給
付
を
拡

大
す
る
経
費
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
１
０
０
床
の
増
床
に

対
す
る
助
成
、
元
和
小
学
校
の

校
舎
増
改
築
の
設
計
経
費
、
妊

婦
へ
の
絆
サ
ポ
ー
ト
券
贈
呈

経
費
な
ど
前
向
き
な
予
算
措

置
を
講
じ
て
い
ま
す
。
一
方
、

公
民
館
10
館
を
廃
止
し
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
す

る
こ
と
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

不
老
荘
を
廃
止
す
る
こ
と
、
長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
高
齢

者
と
低
所
得
者
に
負
担
増
と

な
る
国
保
税
の
増
税
が
行
わ

れ
る
こ
と
、
身
の
丈
を
超
え
る

開
発
と
し
て
野
中
土
地
区
画

整
理
事
業
、
さ
ら
に
同
和
事
業

な
ど
、
市
民
の
立
場
か
ら
は
到

底
容
認
で
き
な
い
問
題
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
案

に
反
対
す
る
も
の
で
す
。

　

本
予
算
は
第
２
次
加
須
市

総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
た
全

て
の
課
題
に
対
処
す
る
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。
埼
玉
一
の

健
康
寿
命
の
ま
ち
を
目
指
し
、

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
る

こ
と
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

へ
の
連
続
性
の
あ
る
き
め
細

や
か
な
支
援
、
デ
ジ
タ
ル
商
店

街
の
活
性
化
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
削
減
、
地
域
公
共
交
通

の
充
実
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
待
機
児
童

ゼ
ロ
を
維
持
し
て
い
た
だ
く

こ
と
、
立
地
条
件
を
生
か
し
た

工
業
用
地
の
確
保
と
企
業
誘

致
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

た
だ
く
こ
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
率

全
国
１
位
を
目
指
し
、
さ
ら
な

る
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
要
望

し
、
本
案
に
賛
成
す
る
も
の
で

す
。

　

国
保
税
の
均
等
割
額
は
収

入
に
関
係
な
く
加
入
者
１
人

当
た
り
に
課
税
す
る
も
の
で
、

低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が
重
く

な
る
逆
進
性
の
課
税
と
な
っ

て
お
り
容
認
で
き
な
い
た
め
、

本
案
に
反
対
す
る
も
の
で
す
。

　

未
就
学
児
に
係
る
均
等
割

額
を
２
分
の
１
に
す
る
配
慮

が
さ
れ
て
お
り
、
均
等
割
額
の

引
き
上
げ
は
あ
り
ま
す
が
、
皆

保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め

に
は
必
要
な
改
正
で
あ
る
た

め
、
本
案

に
賛
成
す

る
も
の
で

す
。

議
案
等
に
対
す
る
討
論

令
和
４
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算　
　
　
　
　

加
須
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論
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　各常任委員会は、２月18日、付託された特別会計当初予算等の13案件（総務常任委員会
２議案、民生教育常任委員会６議案及び１請願、産業建設常任委員会４議案）について審査
を行いました。また、予算決算常任委員会は、2月28日、３月１日、２日、３日及び８日の
５日間で一般会計当初予算について審査を行いました。
　なお、委員会の主な審査内容は、次のとおりです。

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　

２
議
案　
可
決

委員長
　金子正則
副委員長
　池田年美
委員
　𠮷田健一
　柿沼秀雄
　松本英子
　小林利一
　野中芳子
　中島正和
　小坂徳蔵

《
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
12
号
）》

・
個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
促

進
事
業

問　
令
和
３
年
度
の
本
市
へ

の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
。

答　
令
和
３
年
12
月
末
時
点
で

４
１
８
３
万
４
２
１
円
で
す
。

・
公
立
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業

問　
増
室
を
予
定
し
て
い
る

小
学
校
及
び
増
加
人
数
は
。

答　
加
須
小
学
校
が
９
人
、

不
動
岡
小
学
校
が
１
人
、
三

俣
小
学
校
が
８
人
、
元
和
小

学
校
が
12
人
増
で
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
対
策
事
業

問　
休
日
に
お
け
る
自
宅
療

養
者
へ
の
支
援
は
。

答　
土
曜
日
や
日
曜
日
に
お

い
て
も
、
地
域
福
祉
課
等
の

職
員
が
、
自
宅
療
養
者
に
対

し
、
食
料
品
の
配
布
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
移
動
ス
ー
パ
ー
支
援
事
業

問　
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

答　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

周
知
を
図
る
ほ
か
、
事
業
者
が

対
象
地
区
に
お
い
て
、
チ
ラ
シ

を
全
戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。

・
学
校
教
育
管
理
事
業

問　
ス
キ
ー
学
校
の
キ
ャ
ン

セ
ル
料
及
び
対
象
者
数
は
。

答　
合
計
９
６
２
万
円
で
、
対

象
者
数
は
８
７
２
人
で
す
。

《
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の

一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
》

問　
本
市
は
地
方
自
治
法
第

１
５
０
条
第
１
項
に
基
づ
く

内
部
統
制
体
制
が
整
備
さ
れ

て
い
る
か
。

答　
法
に
よ
る
内
部
統
制
体

制
の
整
備
は
努
力
義
務
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
本
市
で
は
内

部
統
制
体
制
制
度
の
目
的
と

合
致
し
た
加
須
市
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
を
策

定
し
、
事
務
の
適
正
な
執
行

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

民
生
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　
　
６
議
案　
可
決

　
　
　
　
１
請
願　
不
採
択

委員長
　大内清心
副委員長
　原田　悟
委員
　竹内政雄
　池田裕美子
　齋藤理史
　新井好一
　山下雄希
　及川和子
　中條恵子

《
国
民
健
康
保
険
事
業
》

問　
特
定
健
診
受
診
率
を
予
算

上
40
％
と
想
定
し
た
理
由
は
。

答　
赤
字
へ
の
繰
り
出
し
を
抑

え
る
た
め
、予
算
は
実
績
に
基
づ

き
計
上
し
ま
し
た
が
、事
業
の
目

標
値
は
55
％
と
し
て
い
ま
す
。

《
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
》

問　
診
療
収
入
が
減
と
な
っ

た
理
由
は
。

答　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
積
極
的
に
勧
奨
し
て
い
る

こ
と
、
患
者
と
相
談
し
な
が
ら

本
当
に
必
要
な
薬
を
処
方
し
て

い
る
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

《
後
期
高
齢
者
医
療
》

問　
新
年
度
の
保
険
料
の
限

度
額
は
。

答　
令
和
２
年
度
か
ら
３
年
度

ま
で
は
64
万
円
だ
っ
た
も
の

を
、
４
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で

は
66
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

《
介
護
保
険
事
業
》

問　
認
知
症
総
合
支
援
事
業

費
の
内
容
は
。

答　
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
活
動
に
係
る
経
費
、

認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
費
補
助

金
な
ど
で
す
。

《
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

問　
未
就
学
児
の
均
等
割
軽

減
の
内
容
は
。

答　
こ
れ
ま
で
自
己
負
担
分

が
３
割
だ
っ
た
方
は
、
今
回
の

新
た
な
軽
減
に
よ
り
１・５
割

に
、
５
割
だ
っ
た
方
は
２・５

割
に
、
８
割
だ
っ
た
方
は
４
割

に
、
低
所
得
者
軽
減
の
な
い
方

は
５
割
と
し
ま
す
。

《
加
須
市
立
小
中
学
校
の
教

材
の
配
備
に
関
す
る
請
願
》

問　
配
備
に
必
要
な
準
備
期

間
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答（
紹
介
議
員
）　
県
内
で
は

事
例
が
な
い
た
め
、
他
自
治
体

の
事
例
の
調
査
や
、
学
校
と
保

護
者
で
配
備
す
べ
き
教
材
に

つ
い
て
話
し
合
う
な
ど
の
期

間
を
考
え
て
い
ま
す
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
４
議
案　
可
決

　

委員長
　小坂　裕
副委員長
　森本寿子
委員
　関口孝夫
　小勝裕真
　田中良夫
　松本正行
　栗原　肇
　鎌田勝義
　佐伯由恵

《
農
業
集
落
排
水
事
業
》

問　
特
別
会
計
か
ら
企
業
会

計
へ
移
行
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
。

答　
経
営
状
況
を
よ
り
的
確

に
把
握
で
き
、
経
営
の
健
全

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

《
加
須
都
市
計
画
事
業
野
中

土
地
区
画
整
理
事
業
》

問　
保
留
地
の
残
り
の
画
地

数
は
。

答　
保
留
地
は
全
42
画
地
の

う
ち
24
画
地
が
残
っ
て
い
ま

す
。
全
て
一
般
保
留
地
で
あ

り
、
令
和
４
年
度
に
公
売
の

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
未
同
意
の
地
権
者
へ
の

対
応
は
。

答　
今
後
も
丁
寧
に
根
気
強

く
説
明
し
、
同
意
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

《
水
道
事
業
》

問　
漏
水
調
査
の
取
組
は
。

答　
令
和
４
年
度
は
加
須
地
域

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　
　
１
議
案　
可
決

　

委員長
　齋藤理史
副委員長
　柿沼秀雄
委員は議長及
び監査委員を
除く全議員
※分科会委員に
ついては、部門別
常任委員会委員
が兼ねる。

《
総
務
分
科
会
》

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運

行
事
業
に
関
し
、
済
生
会
加
須

病
院
へ
の
乗
り
入
れ
開
始
時

期
は
。

答　
開
院
日
の
令
和
４
年
６

月
１
日
か
ら
開
始
し
、
病
院
へ

の
移
動
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

問　
総
務
管
理
事
業
に
関
し
、

県
外
避
難
者
に
対
す
る
支
援

は
。

答　
引
き
続
き
、
被
災
者
支
援

会
議
の
開
催
や
戸
別
訪
問
を

実
施
し
ま
す
。

問　
消
費
者
教
育
推
進
事
業

に
関
し
、
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ

ル
か
ら
高
齢
者
を
守
る
取
組

は
。

答　
民
生
委
員
や
高
齢
者
相

談
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
対
象

と
し
た
出

前
講
座
を

開
催
し
ま

す
。

《
民
生
教
育
分
科
会
》

問　
妊
婦
応
援
事
業
に
関
し
、

子
育
て
支
援
タ
ク
シ
ー
を
廃

止
し
た
理
由
は
。

答　
令
和
３
年
度
の
利
用
者

が
な
か
っ
た
制
度
設
計
を
見

直
し
、
妊
娠
期
の
支
援
と
し
て

絆
サ
ポ
ー
ト
券
を
交
付
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

問　
が
ん
検
診
事
業
に
関
し
、

受
診
率
向
上
の
た
め
の
取
組
は
。

答　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
を
拡
大
す

る
ほ
か
、
が
ん
に
な
り
や
す
い

世
代
に
勧
奨
通
知
を
送
付
す

る
予
定
で
あ
り
、
今
後
も
医
師

会
と
協
力
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問　
少
人
数
学
級
推
進
事
業

に
関
し
、
35
人
学
級
推
進
の

予
定
は
。

答　
小
学
３
年
生
ま
で
は
35

人
学
級
と
し
、
さ
ら
に
県
の

職
員
の
加
配
制
度
を
活
用
し
、

小
学
４
年
生
ま
で
35
人
学
級

と
す
る
予
定
で
す
。

《
産
業
建
設
分
科
会
》

問　
避
難
場
所
整
備
事
業
に

関
し
、
今
後
の
避
難
場
所
の
確

保
は
。

答　
騎
西
地
域
に
浸
水
し
な

い
公
園
が
２
カ
所
あ
る
ほ
か
、

民
間
施
設
に
つ
い
て
は
、
協
定

を
結
べ
る
よ
う
避
難
場
所
の

拡
充
に
努
め
ま
す
。

問　
地
産
地
消
推
進
事
業
に

関
し
、他
産
業
と
の
連
携
は
。

答　
市
内
の
商
工
業
者
と
連

携
し
、
加
須
産
の
農
産
物
や
加

工
品
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー

を
イ
ベ
ン
ト
等
で
出
店
す
る

こ
と
及
び
花
咲
徳
栄
高
校
と

の
連
携
も
考
え
て
い
ま
す
。

問　
国
・
県
道
整
備
促
進
事
業

に
関
し
、
令
和
４
年
度
に
お

け
る
南
北
幹
線
道
路
に
関
す

る
取
組
は
。

答　
埼
玉
県
や
近
隣
市
及
び

他
の
事
業
と
連
携
し
て
、ル
ー

ト
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※
予
算
と
決
算
の
審
査
を
総
合
的
・
一
体
的
に
行

う
た
め
、
ま
た
、
分
科
会
委
員
を
部
門
別
の
常
任

委
員
会
委
員
が
兼
ね
る
こ
と
で
、
審
査
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
か
ら
予
算
及
び
決
算
の

審
査
を
原
則
全
議
員
が
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

の
配
水
管
の
漏
水
調
査
を
行

う
予
定
で
す
。

問　
水
圧
不
足
対
策
を
行
う

件
数
は
。

答　
令
和
４
年
度
は
13
件
を

予
定
し
て
お
り
、
う
ち
７
件
が

自
治
会
要
望
の
あ
っ
た
箇
所

で
す
。

《
下
水
道
事
業
》

問　
加
入
率
促
進
の
取
組
は
。

答　
令
和
４
年
度
は
６
０
０

件
の
戸
別
訪
問
を
考
え
て
お

り
、
加
入
率
が
低
い
地
区
を
中

心
に
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
予

定
で
す
。

問　
川
口
地
区
の
管か

ん
渠き

ょ
工
事

の
残
延
長
は
。

答　
残
延
長
は
約
１
万
３
千

メ
ー
ト
ル
で
、
令
和
７
年
度
に

工
事
完
了
の
予
定
で
す
。
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令和４年第１回定例会　議案等の審議結果

議
案
等
番
号

議案名等

市

長

提

出

議

案

１ 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度加須市一般会計補正予算（第10号））

２ 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度加須市一般会計補正予算（第11号））

５ 令和４年度加須市国民健康保険直営診療所特別会計予算

10 令和４年度河野博士育英事業特別会計予算

14 令和３年度加須市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

16 令和３年度河野博士育英事業特別会計補正予算（第１号）

18 加須市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例

19 加須市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例

20 加須市特別会計条例の一部を改正する条例

22 加須市水と緑と文化のまちづくり基金条例の一部を改正する条例

23 加須市医療体制確保基金条例を廃止する条例

24 加須市子育て支援医療費支給に関する条例の一部を改正する条例

25 加須市ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

26 加須市重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例

27 加須市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例

29 埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について

30 字の区域を変更し、及び廃止することについて

31 市道路線の認定について

32 市道路線の廃止について

33 市道路線の認定について

34 市道路線の廃止について

35 市道路線の認定について

36 市道路線の廃止について

37 市道路線の認定について

38 市道路線の認定について

39 市道路線の廃止について

41 加須市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

42 加須市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

43 加須市特別職職員の給与等に関する条例及び加須市教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を
改正する条例

45 加須市教育委員会教育長の任命について

諮
問

１ 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

２ 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて
議
員　
　

提
出
議
案

１ ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議

●全議員（議長及び欠席議員を除く）が賛成した議案等
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※審議結果の会派名は、一部略称で掲載しています。

議
案
等
番
号

議案名等
審
議
結
果

創政会  新政会  令和会 公明党 日本
共産党

立憲
民主党

無
所
属

小
林　

利
一

竹
内　

政
雄

新
井　

好
一

小
坂　
　

裕

松
本　

正
行

田
中　

良
夫

𠮷
田　

健
一

山
下　

雄
希

金
子　

正
則

齋
藤　

理
史

小
勝　

裕
真

柿
沼　

秀
雄

栗
原　
　

肇

中
島　

正
和

原
田　
　

悟

関
口　

孝
夫

中
條　

恵
子

大
内　

清
心

森
本　

寿
子

池
田　

年
美

佐
伯　

由
恵

及
川　

和
子

松
本　

英
子

小
坂　

徳
蔵

池
田　

裕
美
子

野
中　

芳
子

鎌
田　

勝
義

市

長

提

出

議

案

３ 令和４年度加須市一般会計予算 可
決○○

議

長

は
、

表

決

に

加

わ

り

ま

せ

ん
。

○○○○○○○○― ○○○○○○○○●●●●●○○

４
令和４年度加須市国民健康保険
事業特別会計予算

可
決○○ ○○○○○○○○― ○○○○○○○○●●●●●○○

６
令和４年度加須市後期高齢者
医療特別会計予算

可
決○○ ○○○○○○○○― ○○○○○○○○●●●●●○○

７
令和４年度加須市介護保険事業
特別会計予算

可
決○○ ○○○○○○○○― ○○○○○○○○●●●●●○○

８
令和４年度加須市農業集落排水
事業特別会計予算

可
決○○ ○○○○○○○○― ○○○○○○○○●●●●○○○

９
令和４年度加須都市計画事業野中
土地区画整理事業特別会計予算

可
決○○ ○○○○○○○○― ○○○○○○○○●●●●●○○

11
令和４年度加須市水道事業会計
予算

可
決○○ ○○○○○○○○― ○○○○○○○○●●●●○○○

12
令和４年度加須市下水道事業
会計予算

可
決○○ ○○○○○○○○― ○○○○○○○○●●●●○○○

13
令和３年度加須市一般会計補正
予算（第12号）

可
決○○ ○○○○○○○○― ○○○○○○○○○○○○●○○

15
令和３年度加須都市計画事業
野中土地区画整理事業特別会
計補正予算（第２号）

可
決○○ ○○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○棄権○○

17
加須市長等の損害賠償責任の
一部免責に関する条例

可
決○○ ○○○○○○○○― ○○○○○○○○●●●●○○○

21 加須市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例

可
決○○ ○○○○○○○○― ○○○○○○○○●●●●●○○

28
加須市都市計画法に基づく開発
許可等の基準に関する条例の一
部を改正する条例

可
決○○ ○○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○●●○

40
令和３年度加須市一般会計補正
予算（第13号）

可
決○○ ○○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○●●○

44
加須市一般職職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例

可
決○○ ○○○○○○○○○ ○○○○○○○○●●●●○○○

議
員
修
正
案

第３号議案　令和４年度加須市
一般会計予算に対する修正案

否
決●● ●●●●●●●●― ●●●●●●●●○○○○●●●

第21号議案　加須市国民健康
保険税条例の一部を改正する
条例に対する修正案

否
決●● ●●●●●●●●― ●●●●●●●●○○○○○●●

請
願 １

加須市立小中学校の教材の配備
に関する請願

不
採
択
●● ●●●●●●●●― ●●●●●●●●●●●●○○●

○…賛成、●…反対、―は当日所用等のため表決しておりません。
●賛否が分かれた議案等

○…賛成、●…反対、―は当日所用等のため表決しておりません。　　※会派別議席番号順

※会派別議席番号順



－10－

ここが聞きたい！
市政に対する一般質問

　議員は、定例会において市政全般に対する質問をすることができます。これを「一般質問」といいます。
今期定例会では、15人の議員が一般質問を行いました。質問の中から主なものの要旨を質問者順に
11～14ページへ掲載しました。なお、詳細は会議録やホームページでもご覧いただくことができます。

竹
内
政
雄
議
員　
（
創
政
会
）

○
中
心
市
街
地
の
空
き
家
、

空
き
地
対
策
に
つ
い
て

○
済
生
会
加
須
病
院
の
開
院

を
迎
え
て

大
内
清
心
議
員　
（
公
明
党
）

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校

教
育
現
場
の
環
境
整
備
に
つ

い
て

○
医
療
費
削
減
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て

○
認
知
症
対
策
の
さ
ら
な
る
取

組
に
つ
い
て

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
・
利
活
用
に
つ
い
て

池
田
年
美
議
員　
（
公
明
党
）

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
非
常
事
態
宣
言

や
長
期
休
暇
時
の
家
庭
学
習

に
つ
い
て

○
羽
毛
布
団
の
再
利
用
に
つ

い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
薬
局
の
活
用
に
つ
い
て

森
本
寿
子
議
員　
（
公
明
党
）

○
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー（
介
護
を
担
う

子
ど
も
達
）の
支
援
に
つ
い
て

○
障
が
い
者
が
社
会
参
加
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
遊
具
の
あ
る
公
園
整
備
に

つ
い
て

○
原
油
高
騰
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て

金
子
正
則
議
員　
（
新
政
会
）

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ

の
対
応
に
つ
い
て

○
加
須
市
と
埼
玉
県
済
生
会

の
協
定
に
つ
い
て

関
口
孝
夫
議
員　
（
令
和
会
）

○
ス
ポ
ー
ツ
庁「
学
校
の
働
き
方

改
革
を
踏
ま
え
た
部
活
動
改
革

（
令
和
２
年
９
月
）」に
つ
い
て

原
田　
悟
議
員　
（
令
和
会
）

○
保
育
所
へ
の
「
福
祉
施
設
の

第
三
者
評
価
制
度
」
の
導
入
推

進
に
つ
い
て

○
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場

所
に
つ
い
て

○
プ
ラ
新
法
で
変
わ
る
ゴ
ミ

の
分
別
に
つ
い
て

○
水
道
メ
ー
タ
ー
を
活
用
し

た
高
齢
者
の
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て

山
下
雄
希
議
員　
（
新
政
会
）

○
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

○
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

○
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

野
中
芳
子
議
員

　
　
　
　
　
（
立
憲
民
主
党
）

○
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
コ

ロ
ン
ビ
ア
共
和
国
受
け
入
れ

に
係
る
架
空
請
求
に
つ
い
て

○
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

中
條
恵
子
議
員　
（
公
明
党
）

○
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

○
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

佐
伯
由
恵
議
員

　
　
　
　
　
（
日
本
共
産
党
）

○
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に

つ
い
て

○
原
発
事
故
の
市
の
対
応
に

つ
い
て

池
田
裕
美
子
議
員

　
　
　
　
　
（
立
憲
民
主
党
）

○
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
に
つ
い
て

○
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
と

都
市
計
画
法
の
改
正
に
つ
い
て

○
本
市
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

及
川
和
子
議
員

　
　
　
　
　
（
日
本
共
産
党
）

○
介
護
保
険
事
業
の
運
営
に

つ
い
て

○
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
理
の

貧
困
に
つ
い
て

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
状
況
に
つ
い
て

松
本
英
子
議
員

　
　
　
　
　
（
日
本
共
産
党
）

○
健
康
寿
命
延
伸
に
つ
い
て

○
災
害
時
要
援
護
者
支
援
に

つ
い
て

○
小
中
学
校
の
昇
降
機
設
置

に
つ
い
て

小
坂
徳
蔵
議
員

　
　
　
　
　
（
日
本
共
産
党
）

○
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
急
拡
大

と
感
染
抑
止
に
つ
い
て

○
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
活
用
に
つ

い
て

○
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進

に
つ
い
て

○
市
政
担
当
の
所
感
に
つ
い
て

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
応
と
し
て
、一
般
質
問
の

発
言
時
間
は
、
１
人
40
分
ま
で

と
し
ま
し
た
。
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竹
内　

空
家
バ
ン
ク
の
利
用
状
況
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

環
境
安
全
部
長　

空
家
バ
ン
ク
は
平

成
29
年
12
月
の
開
設
以
降
、
令
和
４
年

１
月
末
時
点
で
、
後
に
取
り
下
げ
ら
れ

た
２
件
を
含
め
て
10
件
の
物
件
登
録
が

あ
り
、
６
件
が
成
約
済
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
令
和
３
年
度
は
、
紹
介
物
件
の

全
て
が
成
約
済
み
と
な
り
、
紹
介
で
き

る
物
件
が
な
い
期
間
も
あ
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
紹
介
で
き
る
物
件
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
空
家
バ
ン
ク
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
、
空
家
所
有
者
等
か
ら

の
相
談
に
応
じ
て
、
不
動
産
関
係
団
体

と
連
携
協
力
し
、
空
家
バ
ン
ク
以
外
で

の
市
場
流
通
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
空
家
等
の
流

通
促
進
に
努
め
、
所
有
者
等
と
の
つ
な

ぎ
役
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
空
家
等

の
利
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
内　

感
染
症
対
策
と
し
て
全
て
の

学
校
ト
イ
レ
の
手
洗
い
器
を
自
動
水

栓
化
す
る
こ
と
、
ま
た
冬
場
で
も
、
し
っ

か
り
手
洗
い
が
で
き
る
よ
う
手
洗
い

場
に
温
水
器
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
長　
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
る
中
の
一
つ

と
し
て
、
小
中
学
校
ト
イ
レ
の
手
洗
い

器
を
１
カ
所
ず
つ
自
動
水
栓
化
し
ま

す
。
早
急
に
全
て
の
手
洗
い
器
を
対
応

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
大
規
模

改
造
等
で
順
次
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

生
涯
学
習
部
長　

手
洗
い
場
へ
の
温

水
器
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

大
内　

教
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の

配
置
を
求
め
ま
す
が
、
本
市
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

学
校
教
育
部
長　
現
在
、
県
に
配
置
を

申
請
し
て
お
り
、
申
請
が
通
っ
た
場
合

に
は
、
今
後
６
月
補
正
予
算
で
対
応

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

池
田　

コ
ロ
ナ
禍
の
家
庭
学
習
に
お

い
て
は
、
新
し
い
学
び
の
形
と
し
て
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
最
大
限
活
用
し
、

教
育
の
質
の
向
上
を
図
り
、
児
童
・
生

徒
の
確
か
な
学
力
の
育
成
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
文
部
科

学
省
で
は
、
自
宅
等
で
の
学
習
に
お
い

て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
は
有

効
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
持
ち

帰
り
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
が
進
む
中
、
今
後
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
宿
題
が
増
え
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
学
童
保
育
施
設

に
Ｗ
ｉ
—

Ｆ
ｉ
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
帰
宅
後
で
な
い
と
宿
題
が
で

き
ま
せ
ん
。
本
市
に
お
け
る
学
童
保
育

施
設
へ
の
Ｗ
ｉ
—

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
局
長　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は

授
業
で
の
使
用
を
想
定
し
て
お
り
、
原

則
自
宅
へ
の
持
ち
帰
り
を
さ
せ
て
お
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
学
童
保
育
施
設

へ
の
Ｗ
ｉ
—

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
は
、
現

時
点
で
は
検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

森
本　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー（
家
族
の
介
護
や

世
話
な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る

18
歳
未
満
の
子
ど
も
）
を
適
切
な
支
援

に
つ
な
ぐ
た
め
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
調
査
、
福
祉
・
介
護
・
教
育
等
の
関

係
機
関
に
向
け
た
研
修
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
、当
事

者
同
士
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
の
運

営
や
支
援
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
局
長　

厚
生
労
働
省
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
体
制
強
化
事
業
を

活
用
し
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

森
本　

家
族
介
護
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
関
係
機
関
や
職
員
へ
、
ケ
ア
ラ
ー

手
帳
は
訪
問
し
な
が
ら
配
布
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ケ

ア
ラ
ー
の
権
利
擁
護
を
定
め
る
加
須

市
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
制
定
を
提

案
し
ま
す
が
、考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
局
長　
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
手
帳

に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
や
福
祉
部
と

連
携
し
、検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

当
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
今
後
関

係
部
署
と
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

空
家
バ
ン
ク
の
利
用
状
況
は

竹
内　
政
雄 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
教

育
現
場
の
環
境
整
備
は　

大
内　
清
心 

議
員

学
童
保
育
施
設
へ
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

環
境
の
整
備
を池

田　
年
美 

議
員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
を

森
本　
寿
子 

議
員
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金
子　

本
市
と
埼
玉
県
済
生
会
が
締

結
し
た
包
括
的
連
携
協
定
の
内
容
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　

本
協
定
は
令
和
４
年
１
月
25

日
に
締
結
し
ま
し
た
。
内
容
と
し
て
、

一
つ
目
は
地
域
医
療
の
推
進
に
関
す

る
こ
と
、
二
つ
目
は
市
民
へ
の
先
進
的

な
医
療
提
供
に
関
す
る
こ
と
、
三
つ
目

は
災
害
時
に
災
害
拠
点
病
院
と
し
て

の
機
能
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
こ
と
、
四
つ
目
は
医
療
機
能
だ
け
で

は
な
く
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
、
五
つ
目
は
そ
の
他
連

携
・
協
力
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
具
体

的
に
は
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
、
市
民
と
の
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
構
築
や
市
民
に
対
応
し
た
診

療
科
目
の
確
保
、
医
療
や
健
康
に
関
す

る
市
民
公
開
講
座
の
積
極
的
な
開
催

な
ど
を
明
文
化
し
て
お
り
ま
す
。
私
と

し
て
は
、
済
生
会
加
須
病
院
が
加
須
市

の
み
な
ら
ず
、
地
域
に
お
け
る
一
大
医

療
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

関
口　

中
学
校
教
師
の
働
き
方
改
革

を
踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
に
つ
い
て

の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
長　
現
在
、
部
活
動
は
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
学
校
生
活
を
実
現
す
る

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
人
間
形
成
の

良
い
機
会
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
教
師

の
献
身
的
な
勤
務
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
お
り
、
長
時
間
勤
務
の
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
９
月
１
日
付
け
で
、
国
か

ら
部
活
動
改
革
の
通
知
が
送
付
さ
れ
、

将
来
的
に
は
部
活
動
を
学
校
単
位
か

ら
地
域
単
位
の
取
組
に
し
、
学
校
以
外

が
担
う
こ
と
も
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
あ
る
と
の
方
針
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
ど
の
よ

う
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
か
な
ど
、
本

市
に
合
っ
た
改
革
の
姿
を
模
索
し
つ
つ
、

生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
活
動
等
に

つ
い
て
深
く
研
究
し
、
地
域
部
活
動
の

在
り
方
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

原
田　

多
く
の
児
童
が
通
う
学
童
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
、
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
局
長　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
備
に
つ

い
て
は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
救
急
医

療
財
団
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
適
正
配
置
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
準
用
し
、
本
市

で
取
り
ま
と
め
た
「
加
須
市
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

設
置
及
び
管
理
に
つ
い
て
の
考
え
方
」

に
基
づ
き
設
置
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

心
停
止
か
ら
５
分
以
内
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
た
め
、
既

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
共
施
設
と
の

距
離
を
考
慮
し
、
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
室

に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
小
学
校
及
び

幼
稚
園
と
共
用
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
心
臓
疾
患
や
不
整
脈

の
リ
ス
ク
を
伴
う
児
童
が
定
期
的
に

利
用
す
る
場
合
は
、
個
別
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
指
導
員
に
毎
年
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

操
作
研
修
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
安

心
・
安
全
な
保
育
環
境
を
確
保
し
て
お

り
ま
す
。

山
下　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
本
市

の
取
組
を
お
伺
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
局
長　
本
市
で
は
、
第
２
期
加

須
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
に
基

づ
き
、
出
会
い
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
最
大
の
特
徴
と
し

て
は
、
国
に
先
行
す
る
形
で
平
成
26
年

４
月
に
こ
ど
も
局
を
設
置
し
、
子
ど
も

に
関
連
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
対
応

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
次
に
、
出
産
前

で
は
、
結
婚
相
談
、
不
妊
治
療
や
妊
婦

健
診
費
の
助
成
を
、
出
産
直
後
で
は
、

子
ど
も
が
誕
生
し
た
家
庭
へ
の
絆
サ

ポ
ー
ト
券
の
贈
呈
や
産
後
の
身
体
的

回
復
の
た
め
の
支
援
を
、
乳
幼
児
以
降

は
、
医
療
費
の
助
成
や
保
育
所
等
の
待

機
児
童
ゼ
ロ
の
維
持
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
令
和

２
年
と
３
年
の
４
月
１
日
現
在
の
０
歳

か
ら
15
歳
ま
で
の
人
口
を
比
較
す
る

と
、
１
８
４
人
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
子

ど
も
が
誕
生
し
て
か
ら
本
市
へ
転
入
し

て
く
る
家
庭
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

埼
玉
県
済
生
会
と
の
包
括
的

連
携
協
定
の
内
容
は

金
子　
正
則 

議
員

部
活
動
改
革
に
つ
い
て
の
考

え
は

関
口　
孝
夫 

議
員

学
童
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を

原
田　
悟 

議
員

少
子
化
対
策
の
取
組
は

山
下　
雄
希 

議
員
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野
中　

利
根
川
右
岸
の
堤
防
強
化
工

事
及
び
左
岸
の
か
さ
上
げ
等
の
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
両
岸
の
強
度
は
同

等
と
考
え
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
昨
年
、
災
害
時
避
難
行
動
マ
ッ

プ
及
び
避
難
情
報
チ
ラ
シ
を
全
戸
配

布
し
ま
し
た
。
水
害
時
の
広
域
避
難
訓

練
の
予
定
と
実
施
内
容
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
活
用
し
て
の
避
難
訓
練
へ
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

都
市
整
備
部
長　
国
が
管
理
す
る
河
川

堤
防
の
整
備
に
つ
い
て
は
、「
土
木
工
事

施
工
管
理
基
準
及
び
規
格
値
」
に
基
づ

き
、
締
め
固
め
等
を
品
質
管
理
し
な
が

ら
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
両
岸
の
堤
防
は

一
定
の
品
質
基
準
を
満
た
し
た
強
度
が

確
保
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

環
境
安
全
部
長　
６
月
下
旬
に
水
害

を
想
定
し
、
情
報
収
集
・
発
信
、
災
害

対
策
本
部
の
設
置
、
広
域
避
難
及
び
避

難
場
所
の
開
設
・
運
営
の
訓
練
等
を
２

日
間
で
予
定
し
て
い
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
住
民
説
明
会
や
出
前
講
座

等
に
お
い
て
周
知
を
図
っ
て
お
り
、
訓

練
に
お
い
て
も
、
今
後
さ
ら
に
活
用
し

て
ま
い
り
ま
す
。

中
條　
新
設
の
騎
西
、
北
川
辺
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
、
加
須
、
大
利
根

地
域
に
お
け
る
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

健
康
医
療
部
長　
当
事
業
は
、
原
則
４

地
域
ご
と
に
加
須
保
健
セ
ン
タ
ー
、
騎

西
、
北
川
辺
及
び
大
利
根
の
各
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
主
な
取
組
と
し
て
は
、
要
介
護

状
態
を
予
防
す
る
た
め
の
筋
力
ア
ッ

プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
週
１
回
、
６
カ
月

の
期
間
で
市
内
を
２
つ
の
地
域
に
分

け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
事
業
は
、
お
お
む
ね
月
２
回
活
動

し
て
お
り
、
令
和
４
年
１
月
21
日
現
在
、

１
０
７
サ
ロ
ン
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
い
き
い
き
長
寿
保
健
事
業
で

は
、
医
療
専
門
職
が
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

に
出
向
き
、
指
輪
っ
か
テ
ス
ト
、
か
む
力

チ
ェ
ッ
ク
や
、
講
話
な
ど
の
フ
レ
イ
ル

予
防
の
普
及
啓
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
応
じ
、
各

セ
ン
タ
ー
を
最
大
限
に
活
用
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

佐
伯　
市
内
の
医
療
機
関
に
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
は
じ
め
、
発
熱
外
来
な
ど
、

市
民
の
命
を
守
る
た
め
、
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
は
医

療
機
関
へ
の
発
熱
外
来
補
助
金
を
廃

止
し
、
検
査
に
か
か
る
診
療
報
酬
を
引

き
下
げ
る
な
ど
し
た
た
め
、
全
国
で
は

発
熱
外
来
を
や
め
る
医
療
機
関
も
出

て
お
り
ま
す
。
市
と
し
て
国
に
対
し
、

発
熱
外
来
補
助
金
な
ど
の
財
政
支
援

を
強
く
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

健
康
医
療
部
長　

医
師
会
等
か
ら
の

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
医
師

会
と
連
携
し
、
接
種
体
制
を
確
保
し
て

い
く
中
で
、
国
へ
の
要
望
等
は
積
極
的

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
５
歳

か
ら
11
歳
以
下
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

伴
い
、
医
療
機
関
が
実
施
す
る
接
種
や

副
反
応
へ
の
説
明
、
相
談
等
に
係
る

経
費
が
国
の
交
付
金
の
対
象
と
な
る

旨
が
通
知
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
国
・

県
の
支
援
策
に
即
時
に
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

池
田　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
は
必
須
で
あ
り
、
中
で
も
太
陽
光
発

電
は
、
本
市
の
場
合
、
気
象
や
地
形
が

適
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
農
地
に
お
け

る
太
陽
光
発
電
施
設
の
拡
大
に
つ
い

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま

す
。
太
陽
光
発
電
施
設
建
設
を
目
的
と

し
た
農
地
転
用
の
条
件
と
手
続
方
法
、

ま
た
、
既
に
転
用
さ
れ
た
総
面
積
を
お

伺
い
し
ま
す
。

経
済
部
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

農
地
転
用
の
条
件
は
、
市
街
化
調
整

区
域
内
で
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
ま

と
ま
り
の
な
い
小
集
団
で
、
農
業
生
産

性
の
低
い
地
域
に
あ
る
農
地
な
ど
に
限

ら
れ
ま
す
。
手
続
は
、
設
置
の
可
否

を
判
断
す
る
た
め
の
相
談
票
を
農
業

委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し
、
現
地
の
状

況
を
確
認
し
た
上
で
、
農
地
転
用
許
可
基

準
に
照
ら
し
、
転
用
見
込
み
が
あ
る
場
合

は
、
転
用
許
可
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
転
用
さ
れ
た
総
面
積
は
、

令
和
３
年
12
月
末
現
在
で
約
51
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

野
中　
芳
子 

議
員

フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
の
実
施

状
況
は

中
條　
恵
子 

議
員

発
熱
外
来
を
行
う
医
療
機
関

へ
の
財
政
支
援
を

佐
伯　
由
恵 

議
員

太
陽
光
発
電
施
設
建
設
の
た

め
の
農
地
転
用
に
つ
い
て

池
田　
裕
美
子 

議
員
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及
川　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増

床
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
市
の
現
在
の

入
所
待
機
者
は
２
０
３
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備

を
推
進
す
る
た
め
、
新
年
度
予
算
に

施
設
整
備
の
経
費
に
対
す
る
補
助
金

と
し
て
、
１
７
９
２
万
円
を
措
置
し
て

い
ま
す
。
新
規
に
設
置
す
る
施
設
の
開

所
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

福
祉
部
長　

医
療
法
人
を
母
体
と
し

て
新
た
に
設
立
さ
れ
る
予
定
の
社
会

福
祉
法
人
が
、
日
出
安
地
内
に
１
施
設

１
０
０
床
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
整
備
す
る
計
画
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
採
択
さ
れ
た
計
画
に
よ
り
ま
す
と
、

令
和
４
年
度
及
び
５
年
度
の
２
カ
年
に

わ
た
っ
て
、
施
設
の
建
設
工
事
が
行
わ

れ
、
令
和
６
年
４
月
の
開
設
を
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
市
と
し
て
は
、

施
設
整
備
及
び
施
設
の
開
設
準
備
に
係

る
補
助
金
の
交
付
を
行
う
な
ど
、
施
設

の
円
滑
な
整
備
に
向
け
、
支
援
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

松
本　
災
害
時
、
１
人
で
は
避
難
で
き

な
い
災
害
時
要
援
護
者
の
方
に
対
し

て
、
自
主
防
災
組
織
等
の
協
力
で
、
支

援
者
を
確
保
す
る
こ
と
の
現
状
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

福
祉
部
長　

市
全
体
の
災
害
時
要
援

護
者
と
避
難
援
助
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
率
は
、
令
和
２
年
度
末
現
在
で
は

40
・
８
％
、
直
近
の
令
和
３
年
12
月
末

現
在
で
は
46
・
３
％
と
伸
び
て
い
る
状

況
で
す
。

松
本　

要
援
護
者
に
避
難
支
援
者
を

配
置
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
地
区
を
定
め

た
取
組
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
が
、
進

捗
状
況
を
お
伺
い
し
ま
す
。

福
祉
部
長　

モ
デ
ル
と
な
る
地
区
の

事
例
集
を
令
和
２
年
度
に
作
成
し
、
自

治
協
力
団
体
や
民
生
委
員
に
配
布
し

て
い
ま
す
。
実
際
に
民
生
委
員
の
皆
さ

ま
な
ど
が
こ
れ
を
参
考
に
、
登
録
が
必

要
と
思
わ
れ
る
方
の
自
宅
に
出
向
い

て
登
録
を
促
す
活
動
も
行
っ
て
お
り
、

事
例
集
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

小
坂　

指
導
的
地
位
に
女
性
の
占
め

る
割
合
を
30
％
に
す
る
と
い
う
の
が

男
女
共
同
参
画
「
２
０
２
０
３
０
」
と

い
う
目
標
で
す
。
現
在
、
本
市
に
は
女

性
の
課
長
が
10
人
い
ま
す
。
女
性
の
課

長
を
登
用
す
る
た
め
に
は
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
、
働
く

環
境
の
整
備
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
女

性
の
課
長
職
を
増
や
す
必
要
性
の
認

識
を
共
有
す
る
た
め
に
、
庁
内
で
研
修

会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
、考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

総
務
部
長　

令
和
２
年
７
月
時
点
の

国
家
公
務
員
の
課
長
・
室
長
相
当
職
の

女
性
の
割
合
は
５
・
９
％
で
、
目
標
に

比
べ
て
大
き
く
乖か

い
離り

し
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
２
月
１
日
現
在
、
市
の
課
長

職
の
職
員
59
人
の
う
ち
、
女
性
は
10
人

で
、
女
性
課
長
の
割
合
は
16
・
９
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
女
性
職
員
が
自
ら

の
可
能
性
や
強
み
を
理
解
し
、
さ
ら
な

る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
意
欲
を
高
め

る
た
め
の
研
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増

床
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

及
川　
和
子 

議
員

災
害
時
要
援
護
者
支
援
に
つ

い
て

松
本　
英
子 

議
員

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
を

小
坂　
徳
蔵 

議
員

議 員 紹 介
　令和４年４月17日執行の加須市議会議員補欠選挙は、
立候補届出のあった候補者が１名のため、無投票となり
ました。当選した議員を紹介します。

（任期：令和４年４月17日～令和５年４月30日）
氏名（ふりがな）
①住所 ②電話番号 ③会派名※

※会派とは、議会内で結成された、同じような考え方や意見を持った議員のグループのことです。

①南大桑886
②0480－65－1288
③令和会

赤あ
か

坂さ
か

　
和か

ず
洋ひ

ろ
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第１回定例会　会期日程
２．８（火） 
２．16（水） 
２．17（木）
 
２．18（金）
２．22（火）
２．24（木）
２．25（金）
２．28（月）

３．１（火） 
３．２（水） 
３．３（木） 
３．８（火）  
３．10（木） 

本会議
本会議（議案質疑）
本会議（議案質疑）
予算決算常任委員会
総務・民生教育・産業建設常任委員会
本会議（一般質問等）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
予算決算常任委員会（民生教育分科会）
予算決算常任委員会（民生教育分科会）
予算決算常任委員会（総務分科会）
予算決算常任委員会（産業建設分科会）
予算決算常任委員会（総括質疑）
本会議

３月23日（水）　パストラルかぞにおいて

加須市民の日
記念表彰式

埼玉県済生会
加須病院落成式

３月26日（土）　済生会加須病院において

議員活動紹介

「ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議」を全会一致で可決
　令和４年第１回定例会において、加須市議会は「ロシアによるウクライナへの侵攻に断
固抗議する決議」を全会一致で可決しました。決議文は、下記のとおりです。

※本決議書は加須市の抗議文とともに、令和４年３月10日、在日ロシア大使館に送付しました。

ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議
　
　去る２月24日、ロシアは国際社会の警告を一方的に無視してウクライナへの軍事侵攻を開始した。軍
事攻撃は首都キエフの軍事施設や民間施設をはじめ、ウクライナ全土に及び、民間人を含む多くの人々の
命が奪われており、心から哀悼の意を表する。
　こうしたロシアによる侵攻は、ウクライナへの主権を侵害するものであり、武力の行使を禁じる国際法、
及び国際社会の平和の維持を目的とする国連憲章の重大な違反である。
　さらに、プーチン大統領による核兵器の使用をほのめかすような発言は、世界を恐怖に陥れる最悪の威
嚇であり、国際社会における安全保障の観点からも断じて看過できない。
　加須市は、平成23年３月１日、「加須市平和都市宣言」を制定し、世界唯一の核被爆国として、全世界
の人々に核兵器等の廃絶を強く求め、戦争や紛争などが繰り返されることのないよう、平和の尊さを訴え
続けている。
　よって、加須市議会は、ロシアによる軍事的暴挙に対し、断固として抗議と非難の意を強く表明すると
ともに、即時の攻撃停止と完全撤退を強く求める。
　また、政府においては、現地の在留邦人やウクライナ国民の安全確保に努め、国際社会と緊密に連携し、
制裁措置を含む厳格な対応をとるよう求めるとともに、あらゆる外交手段を駆使して、ロシア軍の即時撤
退と平和的解決に向けて、全力を尽くすよう強く要請する。
　以上、決議する。
　
　　令和４年３月10日

埼玉県加須市議会　　
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委員長　小林利一　副委員長　中島正和

　　委　員　𠮷田健一　及川和子　山下雄希　池田年美　小勝裕真

市議会だより編集委員会

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
コ
ロ

ナ
感
染
が
続
い
て
い
ま
す
。
令

和
４
年
第
１
回
定
例
会
で
は
感

染
予
防
の
た
め
に
引
き
続
き
、

市
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
継
続
、

感
染
症
対
策
用
品
の
購
入
費
等

の
予
算
を
措
置
し
ま
し
た
。
市

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し

自
宅
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
市
民
に
対
し
、
食
料
品
等

を
無
料
で
配
布
す
る
支
援
を
し

て
い
ま
す
。
３
月
26
日
に
は
済

生
会
加
須
病
院
の
落
成
式
が
行

わ
れ
、
市
議
会
議
員
が
参
列
し

ま
し
た
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

が
併
設
さ
れ
、
利
根
保
健
医
療

圏
で
初
め
て
三
次
救
急
医
療
機

関
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
患
者
の
受
け
入
れ
も
行
う
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下

で
市
民
の
命
と
暮
ら
し
、
事
業

者
支
援
の
た
め
に
市
議
会
も
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
（
編
集
委
員　

及
川
和
子
）

編
　
集
　
後
　
記

加須市議会本会議、委員会等の傍聴者の皆様へ
　令和４年第２回定例会は、６月14日から行われる予定です。
　本定例会を傍聴する場合には、新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するとともに感染を
予防するため、次のとおりお願いいたします。

傍聴する場合には、次のとおりお願いします
⑴入口にある消毒液で手を消毒してください。
⑵マスクを着用してください。
⑶市役所本庁舎１階正面入口に検温器がございます

ので、検温をお願いします。
　（体温が37.5度以上の方は、傍聴できません。）
⑷傍聴席の座席は、１つおきに離れて座ってください。
⑸受付時に各自①または②を議会事務局へご提示

願います。
　①新型コロナウイルスワクチン接種済証
　　（電子・紙媒体・写真）
　②新型コロナウイルスＰＣＲ検査陰性証明（直近）

次の場合には、傍聴できません
⑴息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ
（倦怠感）、高熱等の強い症状のいず
れかがある場合

⑵重症化しやすい方で、発熱や咳など
の比較的軽い風邪の症状がある場合

⑶上記以外の方で、発熱や咳などの
比較的軽い風邪の症状が続く場合

⑷その他、ご自身の症状に不安がある
場合

市
民
と
と
も
に
進
め
る
議
会
改
革

　

議
会
改
革
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
推
進
す

る
た
め
、
市
民
公
開
研
修
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◇
議
会
報
告
会
・
市
民
と
の
意
見
交
換
会

日　
時　
７
月
12
日（
火
）午
後
２
時
～
４
時

テ
ー
マ　
議
会
改
革
の
取
組
等
に
つ
い
て

◇
市
議
会
防
災
講
演
会

日　
時　
７
月
27
日（
水
）午
前
10
時
～
12
時

テ
ー
マ　
近
年
の
気
象
災
害
と
そ
の
対
策

　
　
　
　
　

～
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
～

講　
師　
気
象
予
報
士
・
防
災
士　

平
井
信
行
氏

《
両
日
と
も
》

会　
場　
ア
ス
タ
ホ
ー
ル
多
目
的
ホ
ー
ル

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

申　
込　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
議
会
事
務
局

　
　
　
　
（
内
線
４
１
１
）
へ

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、

　
　

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　※インターネットで本会議のライブ中継・録画中継を実施していますので、ご覧ください。

柿
沼
秀
雄
議
員
ご
逝
去

　

柿
沼
秀
雄
議
員
が
、
令
和

４
年
５
月
９
日
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

享
年
73
歳
。

　

柿
沼
秀
雄
議
員
は
、
旧
北

川
辺
町
議
会
議
員
と
し
て
、

平
成
15
年
10
月
に
初
当
選
さ

れ
、
合
併
後
も
加
須
市
議
会

議
員
と
し
て
、
加
須
市
議
会

議
長
、
議
会
運
営
委
員
会
委

員
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。特
に
災
害
対
策
、

教
育
分
野
に
つ
い
て
、
精
力

的
に
調
査
・
研
究
を
続
け
て

お
り
ま
し
た
。

　

故
人
の
生
前
の
ご
功
績
を

し
の
び
、
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


